
校訓「心ひとつに 明日を拓く」 教育目標：気づき、考え、行動する生徒の育成
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２月２７日（月）午後、国立教育政策研究所学

力調査官・教育課程調査官１名と、南教育事務所

仙北出張所指導主事１名、美郷町で本事業を担当

している教育委員会の〇〇参事が来校しました。

先にお伝えしてありますが、本校は今年度、教

育課程実践検証協力校として、文部科学省ＣＢＴ

システム(ＭＥＸＣＢＴ:メクビット)の活用につい

て、国語科を中心に実践検証を行っています。メ

クビットとは、文部科学省が開発したオンライン

の学習システムのことで、従来の紙媒体とは異な

るデジタルならではの学びを実現させるための事

業です。

実際に授業でメクビットをどのように活用して

いるのか。活用した成果と課題は何か等の情報収

集のために来校してくださいました。今後、一人

一台端末を活用したこのようなシステムの利用が、

全国的に展開されることになりますので、前号の

学校報でお願いした入力操作のスキルアップが益

々大切になってきます。是非とも、がんばりまし

ょう！

【１年４組 国語の授業参観の様子】

２月２８日（火）３・４時間目に２年生、５・

６時間目に１年生が、体育館で「学年の絆づくり

プロジェクト」１回目を実施しました。

昨年度から始めた活動ですが…

・同じ学年でも、名前も知らないし、一度も話し

たことのない人がいる。

・今の学級の仲のよいグループ以外の人と会話す

ることに抵抗がある。

・学級編制でどんな人と同じ学級になるのか不安

がある。

…等の生徒の言葉を受け、また、進級に伴う学級

編制により、不登校傾向から改善の見られた生徒

もいれば、学級になかなかなじめないで悩んでい

る生徒がいたため、「絆づくりプロジェクト」を計

画しました。そして、「自他のよさや違いを認め合

い、誰とでも協力し、互いのよさを発揮し合って

生活することの大切さ」に気付き、「学年の絆を一

層強め、次年度への期待感をもって進級できる」

ＭＥＸＣＢＴ

絆づくりプロジェクト

ようにすることをねらいとしました。

今年度も、保呂羽山少年自然の家から指導員の

方をお招きしてＰＡ（プロジェクトアドベンチャ

ー）を行っていただきました。

生徒の感想を紹介します。

・最初は知らない人としっかりと活動できるか不

安だったけれど、みんなと仲良く活動すること

ができました。今日の活動で仲が深まったので、

２年生になっても協力して活動できると思いま

した。

・ＰＡをやってみて、関わりの少ない人とも、こ

んなに楽しくできるんだなと思いました。

・普段関わることのない人とも交流できたいい機

会でした。進級するとまたクラスが変わって、

話したことのない人もいると思います。その時

は、今回のプロジェクトを生かして、コミュニ

ケーションをとりたいです。

・友達と協力して、何かをするのがとても楽しい

ということが改めて分かりました。今回の活動

をこれからの学校生活に生かしていきたいです。

【１年生の活動の様子】 【２年生の活動の様子】

３日（金）６時間目、１・２年生が卒業証書授

与式の合唱練習（１回目）を行いました。

歌を通して卒業生に感謝の気持ちを伝え、一体

感を味わい、卒業証書授与式を自分たちで作ると

いう意識を高めることなどが目標です。

マスクをしたままの合唱ですが、心ひとつに、

３年生を感動

させられる合

唱になるよう､

がんばりまし

ょう！

◎第２３回子供と家族の健全育成ペア標語

（小･中合計 3,631組の応募）

・中学校の部 優秀賞

〇〇〇〇〇(11)
おめでとうございます！

思いやり 心の貯金 増やそうよ

（母）

思い出す あの時もらった 優しさを

お知らせ

卒業証書授与式の合唱練習


